笠岡市地域おこし協力隊募集コーディネート事業実施業務委託
プロポーザル実施要領

１　目　的
　　笠岡市地域おこし協力隊制度は，地域の新たな担い手となる多様な人材を採用し，地域活性化や移住・定住を促進していくことを目的として実施している。一方で，協力隊の任期終了後の定住率は課題であることから，募集段階から終了後も定住につながるような人材を採用することが重要となる。
そのためには，起業等も含めた具体的な将来設計ビジョンを持つ人材を呼び込むことと，採用前から伴走支援等のコーディネートが重要になってくるため，地域おこし協力隊ＯＢ・ＯＧ等などの外部の力を取り入れ事業を推進することを目的とする。
　
２　業務の概要
(1) 業務名：笠岡市地域おこし協力隊募集コーディネート事業実施業務委託
(2) 業務内容：「笠岡市地域おこし協力隊募集コーディネート事業委託仕様書」のとおり
(3) 履行期間：契約締結の日から令和８年３月３１日まで
(4) プロポーザルの方法：公募型プロポーザル

３　見積上限額
　　　２，０００，０００円（消費税及び地方消費税相当額を含む。）
　　　※契約にあたっては，受託者からの見積価格を参考に決定する。

４　参加資格要件
本プロポーザルに参加しようとする者は，次に掲げる条件を全て満たすものとする。
(1) 地方自治法施行令（昭和22年政令第16号）第１６７条４の規定に該当しない者であること。
(2) 令和７年度笠岡市競争入札（見積）参加資格を有している者であること。
　　ただし，参加資格を有していない場合は，企画提案書等の提出期限までに参加資格の登録（役務）を完了すること。（担当：笠岡市総務部財政課）
(3) 公募開始日から契約締結日まで，笠岡市の指名停止の措置を受けていないこと。
(4) 会社更生法（平成14年法律第154号）第１７条第１項に基づく更生手続開始の申立て及び民事再生法（平成11年法律第225号）第２１条第１項に基づく再生手続開始の申立てがなされていないこと。
(5) 国税及び地方税に滞納がないこと。
(6) 笠岡市暴力団排除条例（平成24年笠岡市条例第11号）第２条，笠岡市建設工事等暴力団排除対策措置要綱（平成17年笠岡市告示第102号）第３条別表に掲げる措置要件のいずれにも該当しないこと。
(7) 入札の適正さが阻害されると認められる一定の資本関係又は人間関係のある複数の者でないこと。

５　スケジュール
(1) 公募の開始　　　　　令和７年４月１６日（水）
(2) 質問書の提出期限　　令和７年４月２２日（火）
(3) 質問に対する回答予定　令和７年４月２３日（水）までにホームページで回答
(4) 企画提案書等の提出　令和７年４月２５日（金）午後５時まで
(5) ヒアリング審査　　　令和７年４月３０日（水）
(6) 選考結果の通知　　　令和７年５月上旬（予定）
(7) 契約締結　　　　　　令和７年５月上旬以降（予定）

６　質問の受付及び回答
質問及び回答については，次のとおり行うこととする。
(1) 質問がある場合は，「質問書」（様式２）に質問事項を記載のうえ，電子メールによりまちづくり課に送信すること。メールの件名は「笠岡市地域おこし協力隊募集コーディネート事業実施業務委託プロポーザルの問い合わせについて（会社名）」とすること。
　　　E-mail：machizukuri@city.kasaoka.lg.jp
(2) 質疑に対する回答は，笠岡市公式ホームページで順次回答する。
　　また，質問の回答は，実施要領の追加又は修正とみなす。

７　企画提案について
(1) 企画提案書等の作成
参加者は，仕様書及び説明会での説明等に基づき，考えうる最適な方策を企画提案書等により提案するものとし，次の書類を提出すること。
なお，企画提案書等に記載された内容については，③見積書の金額に追加費用を伴わず実施する意思があるものとみなす。
また，企画提案書等の提出が本プロポーザルへの参加表明を兼ねるものとする。
①企画提案書提出届
企画提案書等提出届（様式１）に必要事項を記入し，代表者印を押印すること。
②企画提案書
Ａ４版，カラーの片面印刷で最大２０ページ以内とする。Ａ３は折込み可とするが，２ページ換算とする。書式は自由。
③見積書（様式３）
履行期間内に本業務内容を実施するための費用について作成する。金額は消費税抜きの金額を記入すること。
④国税，都道府県税及び市区町村税に未納がない証明
(2) 提出部数
６部（正本１部，副本５部）
上記①～④を番号順にフラットファイルに綴り込み提出すること。
(3) 提出方法
提出資料は紙媒体とし，まちづくり課へ直接持参又は郵送の方法により提出すること。なお，持参の場合は，土曜日，日曜日及び祝日を除くこと。
郵送の場合は，封筒の表面に「笠岡市地域おこし協力隊募集コーディネート業務」と朱書きの上，簡易書留郵便により，提出期限までに必着とする。
　　提出先：〒７１４－００８７
　　　　　　岡山県笠岡市六番町２－５
　　　　　　　笠岡市政策部まちづくり課

８　審査方法
審査は，書類審査とヒアリング審査の２段階の審査を行う。
(1) 書類審査
　　書類審査については，提出書類の内容がコーディネート業務の要件を満たしているか審査する。
(2) ヒアリング審査
　　市長が選任した職員で構成する選考委員会の委員が提案者による提案内容の説明（プレゼンテーション）を受け，審査する。
　　なお，パソコンを用いる場合は，パソコンは提案者が持参し説明できる準備を整えておくこと。
　　（プロジェクター及びスクリーンは市で準備する。）
　①実施日
　　　令和７年４月３０日（水）※時間，場所等は各事業者に個別に通知する。
　②説明時間
[bookmark: _GoBack]　　１社２５分以内とし，提案者のプレゼン約１０分，質疑約１５分を目安とする。

９　評価基準
　　①審査項目
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　　②選考・審査方法
　　　公募型プロポーザル方式とし，選考委員が企画提案書等の内容及びプレゼンテーション・ヒアリング等について審査し点数化する。審査項目ごとの点数の合計を評価点とし，各選考委員の評価点の合計点において最も高い者を契約候補者とし，評価点が２番目に高いものを第２位契約候補者とする。この場合において，評価点の同じものが２者あるときは選考委員間で意見交換を行ったうえで決定する。

10　契約手続
　　選考結果に基づき選定された契約候補者を契約の相手方とし，地方自治法施行令第
１６７条の２第１項第２号の規定による随意契約の相手先として特定するとともに，企画提案書の内容に基づき，業務内容の詳細や業務の遂行に必要な具体的な履行条件など詳細について協議し，協議が整い次第随意契約の手続きを行うものとする。
　　なお，協議の結果，合意に至らない場合は，次点順位者を契約候補者として契約締結に向けて協議する。

11　その他
　(1) 参加者が，次の事項のいずれかに該当する場合は失格とする。
　　①提出書類の提出期限を過ぎた場合
　　②実施要領，企画提案書作成要領に定める事項に違反した場合
　　③提出書類に虚偽の記載をしたことが判明した場合
　　④公平な競争の妨げになる行為・事実があった場合
　　⑤入札の適正さが阻害されると認められる一定の資本関係又は人間関係のある複数の者が入札をした場合
　(2) 企画提案に要する費用は，すべて参加者の負担とする。
　(3) 提出された企画提案書等は返却しない。
　(4) 本要領に定めのない事項については，競争性・公平性を考慮のうえ，適宜笠岡市が判断する。

12　担当課
　　笠岡市政策部まちづくり課　
　　住所：〒714-0087　岡山県笠岡市六番町２－５
　　電話番号：０８６５－６９－２１２３
　　ＦＡＸ　：０８６５－６９－２１８４
　　Ｅ－ｍａｉｌ：machizukuri@city.kasaoka.lg.jp
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